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Ｏ１５７食中毒事案に係る関連対策について

項 目 現 状 対 応 備 考

食品衛生対策 ○本庁及び振興局において健康相談 ○健康相談の実施
窓口を設置 ・引き続き、健康相談に対応
（８月14日～９月４日現在 76件）

○ 各振興局及び関係団体等を通じ ○講習会の実施及び情報提供
て、食品関係事業者、市町村、医 ・食品関係事業者を対象に講習会を開催
師会等に腸管出血性大腸菌による ・家庭における食中毒の予防について、ホームページの内
食中毒及び感染症の予防の徹底を 容を充実し情報提供
通知（８月16日付け）

○漬物製造施設に対する緊急立入査 ○漬物製造施設の監視指導の徹底
を実施（８月20日～８月30日） ・漬物製造施設の指導事項のあった115施設に対し、９月

末までに改善状況を確認
浅漬製造施設116施設のうち、 ・原因究明結果等を踏まえた、監視指導の実施

・85施設に対し、殺菌の実施を
指導 ○食品関係事業者の自主衛生管理の推進

・115施設に対し、自主検査の ・北海道食品衛生監視指導計画に基づく監視指導等におい
実施、記録の作成・保存等に て、食品関係事業者に対し、製造記録や自主検査の実施
ついて指導 等を指導

○国から浅漬製造施設に対する立入 ○国通知に基づく立入調査の実施
調査依頼（８月29日付け） ・通知に基づき浅漬製造施設への立入調査を実施

（４項目の追加調査）(116施設）

○札幌市との合同対策会議を開催 ○札幌市等保健所設置４市との連携
・合同対策会議を開催し、引き続き札幌市との情報の共有

１回目：８月27日 化や連携した対策の実施などについて協議
２回目：９月６日 ・４市との担当者会議を開催し、公表の一元化など広域的

な食中毒への対応について協議



- 2 -

Ｏ１５７食中毒事案に係る関連対策について

項 目 現 状 対 応 備 考

食品衛生対策 ○札幌市において、事案発生以降、 ○原因究明
本事案の原因究明を実施中 ・札幌市が行う原因究明について、国とともに調査協力

○国への要望
・浅漬製造における殺菌等の義務化などについて要望

感染の拡大防止 ○有症者が発生した高齢者施設に対 ○感染防止対策の実施
対策 し、感染防止対策を実施 ・引き続き、高齢者施設に対し、感染防止対策を指導

（８月７日～）
・入所者の健康状態の確認 ○感染防止に関する正しい知識の普及啓発
・有症者の医療機関への受診勧奨 ・高齢者施設や学校、保育所等を対象とする研修会の開催
・施設における手洗いや清掃等に ・道民へのリーフレットの配布

よる清潔保持について指導
○流行予測と患者発生時の対応

・流行状況の確認（サーベイランス）とその周知
・患者発生時における感染予防対策の実施

社会福祉施設及 ○医療機関及び社会福祉施設等に対 ○ 医療機関や社会福祉施設等への個別指導
び 医 療 機 関 等 し、食中毒及び感染症の予防まん ・社会福祉施設指導監査、医療監視の実施方針に基づき、
保健医療福祉施 延防止対策の徹底を通知 施設に立ち入り、給食調理における食中毒発生防止や感
設対策 （８月１６日・１７日付け） 染症拡大防止などの指導を徹底

・各種の研修会や会議等を通じて自主衛生管理を徹底
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Ｏ１５７食中毒事案に係る関連対策について

項 目 現 状 対 応 備 考

農家経営安定 ○ はくさい価格の推移 ○野菜価格安定対策（はくさい（7 月～ 10 月前半出荷分））
対策

[札幌中央市場]
・５産地（岩見沢、北見、幕別、斜里、上士幌）の交付予

約数量（3,145トン）が対象
８月中旬 ８月２１日 ８月下旬 ９月４日 ・旬別平均価格が平均価格（64円）の90％（57円）を

６０円／Ｋｇ ２８円／Ｋｇ ３６円／Ｋｇ ３９円／Ｋｇ 下回った場合に補給金を交付

（過去６年間の
８月平均価格は６４円）

衛生的な農業 〇「栽培から出荷までの衛生管理指 〇農業団体と連携して衛生管理の重要性を周知
生産への取組 針」を農林水産省が平成２３年６ 「衛生管理指針」に関する分かりやすいパンフレットを作

月作成 成し、振興局段階での説明会等を通じて周知徹底を図る。

需要回復対策 〇浅漬けの販売減（主要メーカー） 〇農業団体、市場、漬物業界等と連携したイベントの開催
５割の大幅減 （９月から順次取組）

①需要回復キャンペーン連絡会を設置し効果的なキャンペ
〇はくさいの需要減 ーンの実施を協議・検討する。

・産地では市場価格の維持のた 日時：９月７日 １１：３０～
め、ほ場での出荷調整を一部で 構成：ホクレン、道、札幌市、漬物事業者など
実施 ②札幌中央卸売市場でのキムチ鍋ＰＲ（試食提供）

・秋にかけ出荷最盛期を迎えるは ［日時：９月１０日 朝６時～］
くさいの消費回復が喫緊の課題 ③つけものフェスタ

・著名料理人によるはくさい漬けの講習会
・産地、漬物製造施設での衛生管理への取組のＰＲ
・野菜、漬物の即売

④スーパー等での漬物の試食、販売
⑤その他

連絡会で協議・検討を経て逐次イベント等に取り組む

〇「Ｏ１５７に関するセミナー」の開催
全道４箇所程度で、Ｏ１５７に関する正しい知識と、家庭
での衛生的な調理を専門家から分かりやすく説明
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Ｏ１５７食中毒事案に係る関連対策について

項 目 現 状 対 応 備 考

漬物関連企業等 ○漬物関連企業の団体がない ○団体設立への支援

へ の 経 営 安 定 北海道漬物協同組合は平成１７ ・関係事業者が漬物業界全体の安全意識の向上などを目的

対策 年３月解散 として、新たな団体設立の準備を進めており、設立が円

・解散時の組合員数は２６名 滑に進むよう事業者を支援

（９月４日 発足準備会議開催）

漬物関連企業等 ○食品工場の生産工程改善や衛生管 ○「食品工場の生産工程改善セミナー」の開催

への生産性向上 理の更なる強化が必要 （衛生管理の徹底や生産管理の向上）

・衛生対策 ・開催日程 ８月２８日 札幌市(開催済)

９月１１日 釧路市

１０月 ２日 旭川市

１０月１６日 帯広市

１１月１３日 函館市

１１月２０日 北見市

※北海道中小企業総合支援センターへの委託事業


